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東
出
雲
町
で
は
、
来
年
４

月
か
ら
４
つ
の
公
民
館
を
廃

止
し
、
１
つ
の
公
民
館
に
す

る
計
画
が
あ
り
ま
す
が
、
下

意
東
・
上
意
東
・
出
雲
郷
は

４
月
か
ら
公
民
館
が
な
く
な

り
、
住
民
か
ら
は
「
ど
の
よ

う
に
建
物
が
使
わ
れ
る
の

か
」
な
ど
説
明
が
不
十
分
と

の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

特
に
、
下
意
東
公
民
館
は

「
地
震
で
壊
れ
る
の
で
使
え

な
い
」
と
考
え
て
い
る
住
民

も
お
り
、
耐
震
基
準
を
満
た

し
、
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
「
住
民
に
明

ら
か
に
す
べ
き
で
は
な
い

か
」
と
質
問
し
ま
し
た
。 

清
水
伸
夫
教
育
長
は
「
町

民
へ
の
状
況
報
告
が
徹
底
さ

れ
て
い
な
い
な
ら
、
地
元
の

皆
さ
ん
と
協
議
し
な
が
ら
徹

底
し
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。（
「
新
し
い
松
江
」
よ
り
） 

後
藤
議
員―
現
在
の
国
保

料
減
免
制
度
は
、
昨
年
は
会

社
勤
め
で
給
料
所
得
、
今
年

は
自
営
業
で
事
業
所
得
に
な

っ
た
人
の
場
合
、
コ
ロ
ナ
禍

で
収
入
が
前
年
比
３
割
以
上

減
少
し
て
も
減
免
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。
国
の
制
度
の
隙

間
を
埋
め
る
た
め
減
免
措
置

の
改
善
を
求
め
ま
す
。 

岡
健
康
福
祉
部
長―

国
の

減
免
制
度
で
は
対
象
に
な
ら

な
い
場
合
で
も
市
独
自
の
拡

充
を
行
う
考
え
。
（
「
ご
と
う

由
美
の
市
議
会
報
告
」
よ
り
） 

金
を
申
請
し
て
い
る
が
、
ま

だ
給
付
さ
れ
な
い
▽
防
災
対

策
を
急
い
で
ほ
し
い
が
、
具

体
的
に
ど
う
な
る
の
か
説
明

が
な
い
▽
「
堤
防
建
設
の
た

め
」
と
地
質
調
査
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
何
を
す
る
つ
も

り
の
調
査
か
わ
か
ら
な
い
の

で
、
今
後
の
生
活
設
計
が
立

て
ら
れ
な
い
▽
国
道
２
６
１

号
の
被
災
箇
所
が
そ
の
ま
ま

で
カ
ー
ブ
に
カ
ラ
ー
コ
ー
ン

が
置
い
て
あ
る
。
早
く
修
繕

し
な
い
と
危
な
い
▽
国
道
２

６
１
号
の
久
井
谷
橋
に
段
差

が
で
き
、
大
型
車
が
通
る
た

び
に
騒
音
・
振
動
が
あ
る
▽

渡
田
の
バ
ス
停
付
近
は
壊
れ

た
ま
ま
。
（
「
ご
う
つ
民
報
」

よ
り
） 

 日本共産党県議団（尾村利成、大国陽介の

両県議）が県に対して資料要求し、入手した

データ（資料）について紹介していきます。

【不定期掲載】 

●ジェンダー平等社会 「世帯主」規定廃止を 

公益財団法人しまね女性センターが実施

した「新型コロナの女性への影響に関するア

ンケート」（本年５～６月）では、コロナの

影響で深刻な経済困難や仕事に対する不安

を訴える声が多数寄せられ、１人当たり一律

１０万円給付の「特別定額給付金」の受給権

者が世帯主とされたことに対し、ジェンダー

平等の観点からの批判が寄せられています。

戦前の封建的な「家制度」の「戸主」を引き

継ぎ、法律の裏付けもなく日本国憲法の理念

にも反する「世帯主」規定は廃止すべきです。 
 
●ジェンダーの視点を政策決定に 

尾村県議は９月県議会の質問で、「コロナ

対策や災害時の避難所運営など、あらゆる政

策決定にジェンダーの視点を取り入れるべ

き」と求めました。 

半場祐子女性活躍推進統括監は「あらゆる
分野で女性の参画拡大を図る必要がある」 

と答えました。 

「
不
安
で
夜
も
眠
れ
な
い
」

「
し
っ
か
り
対
策
を
と
っ
て
二

度
と
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
し

て
」―

―

そ
う
話
す
の
は
広

島
市
西
区
に
お
住
ま
い
の
７

０
代
女
性
Ｔ
さ
ん
。
１
０
月
３

日
の
夜
９
時
半
、
米
軍
岩
国

基
地
所
属
で
２
２
歳
の
海
兵

隊
員
が
お
酒
に
酔
っ
て
Ｔ
さ

ん
の
お
宅
の
窓
を
叩
き
割
っ

て
侵
入
し
、
ご
夫
婦
に
「
お

金
！
お
金
！
」
と
迫
る
と
い

う
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

駆
け
つ
け
た
警
察
に
現
行
犯

逮
捕
さ
れ
、
幸
い
ご
夫
婦
は

無
事
で
し
た
が
、
私
が
事
件

か
ら
３
日
後
、
ご
自
宅
に
お

見
舞
い
に
伺
っ
た
際
も
Ｔ
さ

ん
は
手
を
震
わ
せ
て
い
ま
し

た
。
〝
殴
り
こ
み
部
隊
〟
と

称
さ
れ
、
日
々
戦
闘
訓
練
を

し
て
い
る
海
兵
隊
員
が
突
然

襲
っ
て
き
た
の
で
す
。
ご
夫
婦

が
感
じ
た
恐
怖
は
ど
れ
ほ
ど

の
も
の
だ
っ
た
か
想
像
に
難
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

岩
国
基
地
は
空
母
艦
載

機
６
０
機
の
移
駐
に
加
え
、
こ

の
間
、
墜
落
事
故
を
繰
り
返

し
て
い
る
欠
陥
機
Ｆ
３
５
Ｂ
が

２
０
１
７
年
に
１
６
機
配
備
さ

れ
、
今
年
１
０
月
か
ら
も「
機

種
更
新
」
の
名
の
も
と
に
、
さ

ら
に
１
６
機
の
追
加
配
備
が

狙
わ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
う
し
た
中
で
、
広
島
県

で
は
低
空
飛
行
訓
練
の
目
撃

件
数
が
１
６
年
度
１
２
２
７
件

だ
っ
た
の
が
、
１
８
年
度
に
は

１
８
４
３
件
と
１
・
５
倍
に
増

え
、
岩
国
の
錦
帯
橋
上
空
か

ら
広
島
の
原
爆
ド
ー
ム
の
真

上
ま
で
、
市
街
地
で
も
当
た

り
前
の
よ
う
に
飛
び
回
り
、

鳥
取
県
の
最
東
端
の
若
狭
町

で
も
爆
音
飛
行
が
増
え
て
い

ま
す
。
岩
国
基
地
の
増
強
が

中
国
地
方
全
体
で
爆
音
被

害
と
墜
落
や
犯
罪
の
危
険
を

広
げ
、
住
民
の
平
穏
な
暮
ら

し
を
奪
っ
て
い
る
の
で
す
。 

し
か
し
、
そ
ん
な
米
軍
の

横
暴
勝
手
に
対
し
て
、
日
本

政
府
は
相
変
わ
ら
ず
の
言
い

な
り
で
す
。
先
日
、
米
兵
犯

罪
と
Ｆ
３
５
Ｂ
配
備
の
件
で
中

四
国
防
衛
局
に
要
請
に
行
き

ま
し
た
。
事
件
か
ら
１
週
間

も
経
つ
の
に
、
防
衛
局
か
ら
は

被
害
者
宅
に
誰
も
行
っ
て
い

な
い
こ
と
、
Ｆ
３
５
Ｂ
の
墜
落

事
故
の
原
因
は「
調
査
中
」
と

言
い
な
が
ら
、「
機
体
に
問
題

は
な
い
」
と
い
う
矛
盾
し
た
答

弁
を
聞
き
、
そ
の
無
関
心
・

無
責
任
ぶ
り
に
は
さ
す
が
に

机
を
叩
き
ま
し
た
。 

も
ち
ろ
ん
、
住
民
は
負
け

て
い
ま
せ
ん
。
イ
ー
ジ
ス
ア
シ

ョ
ア
の
配
備
計
画
を
ま
ち
ぐ

る
み
の
運
動
で
断
念
に
追
い

込
み
、
岩
国
で
も
市
民
と
野

党
の
共
闘
が
か
つ
て
な
く
広

が
り
、
日
本
共
産
党
へ
の
信

頼
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
た
か
い
も
や
っ
ぱ
り
決
着

は
総
選
挙
、
で
す
ね
。 

（
１
０
月
２
２
日
記
） 

日
本
共
産
党
江
津
市
議
団

は
、
７
月
の
豪
雨
災
害
で
大

き
な
被
害
を
受
け
た
桜
江
町

川
越
で
聞
き
取
り
を
行
い
ま

し
た
。（
一
部
を
紹
介
） 

▽
被
災
者
生
活
再
建
支
援

 審議会等数 

延総委

員等数 

延女性

委員数 

女性委

員比率 

管理職職員数 

議員

定数 

議員実数 

  
うち女性

を含む審

議会等 

 う ち 女

性管理

職 

女性

比率 
 

うち

女性 

女性

比率 

松江市 42 41 874 295 33.8 189 44 23.3 34 34 6 17.6 

浜田市 41 32 543 137 25.2 86 13 15.1 24 24 2 8.3 

出雲市 56 48 963 285 29.6 184 38 20.7 32 30 2 6.7 

益田市 62 55 949 279 29.4 57 13 22.8 22 21 3 14.3 

大田市 53 46 684 194 28.4 102 24 23.5 20 18 1 5.6 

安来市 51 39 680 162 23.8 88 22 25.0 21 20 2 10.0 

江津市 38 30 531 137 25.8 33 3 9.1 16 16 1 6.3 

雲南市 39 33 448 93 20.8 110 22 20.0 22 21 2 9.5 

奥出雲町 27 17 304 63 20.7 34 11 32.4 14 14 1 7.1 

飯南町 21 15 224 56 25.0 17 4 23.5 10 10 0 0.0 

川本町 25 18 228 42 18.4 11 3 27.3 9 8 0 0.0 

美郷町 28 20 283 61 21.6 12 3 25.0 12 12 0 0.0 

邑南町 39 32 538 132 24.5 19 2 10.5 15 14 1 7.1 

津和野町 44 34 472 117 24.8 12 1 8.3 12 12 1 8.3 

吉賀町 26 22 264 71 26.9 10 1 10.0 12 12 1 8.3 

海士町 18 12 152 20 13.2 12 0 0.0 10 10 1 10.0 

西ノ島町 23 16 156 31 19.9 9 0 0.0 10 9 0 0.0 

知夫村 14 10 91 13 14.3 6 0 0.0 8 8 1 12.5 

隠岐の島町 32 23 348 65 18.7 28 2 7.1 16 16 0 0.0 

 


